
新病棟引越　
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◆
新
病
棟
特
集
　
エ
ク
セ
レ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
を
目
指
し
て

◆
新
病
棟
特
集
　
新
病
棟
内
覧
会

◆
新
病
棟
特
集
　
新
病
棟
竣
工
記
念
式
典

◆
新
病
棟
特
集
　
松
本
病
院
が
新
棟
へ
引
越

◆
事
務
部
長
ご
挨
拶
・
薬
剤
部
長
ご
挨
拶

◆
管
理
課
長
ご
挨
拶
・
副
看
護
部
長
ご
挨
拶

◆
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
紹
介

◆
６
病
院
研
究
会

◆
平
成
28
年
度
　第
2
回
院
内
研
究
発
表
会

◆
新
任
・
退
任
医
師
紹
介

◆
浅
田
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
紹
介

◆
医
療
安
全
研
修「
Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ
に
つ
い
て
」

◆
平
成
29
年
度
　出
前
講
座
報
告
と
今
年
度
の
予
定
に
つ
い
て

◆
お
知
ら
せ

◆新病棟特集◆



ま
つ
も
と
医
療
セ
ン

タ
ー
新
病
棟
が
竣
工
し
、

平
成
二
十
九
年
三
月

十
九
日
に
内
覧
会
・
記

念
式
典
・
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

同
日
は
年
度
末
の
三
連
休
の
な
か
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
十
年
四
月
、
と

も
に
長
い
歴
史
の
あ
る
松
本
病
院
と
中
信
松
本
病
院
が
組

織
統
合
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
二
つ
の
病
院
が
一
つ

に
ま
と
ま
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
夢
で
し
た
が
、
お
蔭
さ

ま
で
よ
う
や
く
新
病
棟
が
完
成
し
、
そ
の
夢
を
実
現
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
三
月
二
十
六
日
、
松
本
病
院
の

病
棟
・
手
術
室
・
放
射
線
科
・
検
査
科
等
が
新
病
棟
に
引

越
し
、
平
成
三
十
年
五
月
に
中
信
松
本
病
院
が
村
井
の
地

に
引
越
し
、
ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
は
一
つ
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。
二
つ
の
病
院
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
に

よ
り
診
療
機
能
が
高
ま
り
、
救
急
医
療
・
が
ん
診
療
・
各

種
専
門
的
医
療
か
ら
障
が
い
者
医
療
ま
で
、
よ
り
質
の
高

い
医
療
を
提
供
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
、
歴
史
は
作
る
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ

て
い
ま
す
。
作
ら
な
け
れ
ば
歴
史
に
残
ら
な
い
と
。
一
方
、

何
も
し
な
い
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
維
持
で
き
な
け
れ

ば
、
歴
史
か
ら
消
滅
し
て
し
ま
う
と
。

　

話
は
平
成
十
七
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
が
、
当
時
、
医

師
不
足
と
そ
れ
に
伴
う
経
営
不
振
に
あ
え
い
で
い
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
七
月
よ
り
松
本
・
中
信
松
本
病
院
連
携
推
進

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
一
組
織
化
に
つ
い
て
の
検
討
が

始
ま
り
、
こ
の
過
程
で
本
日
に
至
る
道
筋
が
形
成
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
十
九
年
十
月
、
当
時
の
理
事
長
で
あ
ら
れ
た

矢
崎
先
生
が
当
地
を
お
と
ず
れ
、
二
病
院
間
で
の
診
療
科

集
約
の
合
意
が
な
さ
れ
、
平
成
二
十
年
四
月
に
ま
つ
も
と

医
療
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

初
代
院
長
を
務
め
ら
れ
た
米
山
先
生
を
先
頭
に
と
に
か

く
経
営
改
善
に
努
め
、
平
成
二
十
年
四
月
に
建
物
整
備
が

承
認
さ
れ
、
一
体
化
整
備
・
運
営
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
病
院
一
丸
と
な
っ
て

行
っ
た
努
力
に
よ
り
、
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
三
年
間
連

続
し
て
黒
字
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
建
設
界
の
厳
し

い
経
済
状
況
も
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
七
年
三
月
の

三
回
目
の
入
札
で
落
札
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
経

過
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
長
野
県
健
康
福
祉
部
、
信

州
大
学
医
学
部
、
松
本
市
と
塩
尻
市
の
行
政
の
方
々
、
松

本
市
医
師
会
、
塩
筑
医
師
会
の
方
々
に
は
い
ろ
い
ろ
と
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
助
言
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
国
立
病
院

機
構
本
部
・
グ
ル
ー
プ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
得
て
病
院

運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、
新
病
棟
完
成
へ
の

道
に
繋
が
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
歴
史

を
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
な

る
発
展
で
の
可
能
性
を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



　

と
こ
ろ
で
、
ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
エ
ク
セ
レ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
を
目

指
し
て
地
域
と
と
も
に
発
展
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十
六
年

以
降
の
院
長
講
話
な
ど
で
エ
ク
セ
レ
ン

ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
つ
い
て
語
り
、
そ

う
な
る
よ
う
意
識
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
、
ア
メ

リ
カ
国
内
で
三
十
八
万
部
を
売
り
上
げ
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
ウ
ィ
ー
ク
誌
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
認
定
さ
れ
たQ

uint S
tuder

著
の

「H
A

R
D

W
IR

IN
G

 E
X

C
E

LLE
N

C
E

」

（
日
本
で
は
鐘
江
康
一
郎
訳
「
エ
ク
セ
レ
ン

ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
と
し
てD

iscover

社

よ
り
出
版
）
で
、
こ
の
本
よ
り
い
ろ
い
ろ

と
学
ん
で
い
ま
す
。
エ
ク
セ
レ
ン
ト
・
ホ
ス

ピ
タ
ル
に
な
る
た
め
に
医
療
者
の
価
値
観

の
根
幹
に
「P

urpose
」、「W

orthw
hile 

W
ork

」、「M
aking a D

ifference

」
を

置
き
、
こ
れ
ら
の
価
値
観
に
よ
っ
て
医
療

者
は
情
熱
を
喚
起
し
、
結
果
を
出
す
た

め
に
具
体
的
な
行
動
を
実
践
し
て
変
化

の
推
進
力
が
創
り
だ
さ
れ
ま
す
。
エ
ク

セ
レ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
を
創
る
原
則

は
、
①C

om
m

it to E
xcellence

、

②M
easure the Im

portant Things

、

③Build a Culture Around S
ervice

、

④C
reate and D

evelop Leaders

、
⑤Focus on 

Em
ployee S

atisfaction

、
⑥B

uild Individual 
A

ccountability

、
⑦A

lign B
ehaviors w

ith G
oals 

and V
alues

、
⑧C

om
m

unicate at A
ll Levels

、

⑨R
ecognize and R

ew
ard S

uccess

で
、
こ
れ
ら

を
一
つ
ひ
と
つ
実
践
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
行
っ
た
こ
と
は
、

エ
ク
セ
レ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
を
創
る
こ
と
を
決
心
す
る

こ
と
か
ら
で
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
に
は
も
う
一
つ
大
切
に
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー

ド
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
で
す
。

病
院
の
持
続
的
成
長
（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
）
の
た
め
に
は
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
患
者
、
地
域
医
療
機
関
、
国
、
機

構
職
員
等
）
か
ら
の
高
い
信
頼
感
を
え
る
こ
と
が
必
要
で
、

そ
の
為
に
診
療
・
臨
床
研
究
・
教
育
研
修
を
一
体
的
か
つ

持
続
的
に
提
供
し
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
医
療
環

境
を
改
善
す
る
と
と
も
に
多
様
な
人
材
活
用
を
行
っ
て
い

ま
す
。
少
し
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
違
い
ま
す
が
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
を
「
こ
ろ
ば
ん
ぞ
う
」
と
言
い
換
え
て
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

「
こ
ろ
ば
ん
ぞ
う
体
操
」
の
ビ
デ
オ
も
載
っ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
後
も
こ
ろ
ば
ぬ
よ
う
、
エ
ク
セ
レ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ

ル
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
あ
げ
、
新
病
棟
竣
工
の
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。



新病棟の内覧会を開催しました
　

ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
新
病
棟
が
完

成
し
、
平
成
29
年
3
月
26
日
（
日
）
の
開
棟
に

当
た
り
、
3 

月
19
日（
日
）に
一
般
内
覧
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

《
内
覧
会
日
程
》

日
時
：
平
成
29
年
3
月
19
日
（
日
）

場
所
：
ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
松
本
病
院
敷
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
病
棟
内

時
間
：
午
前
９
時
か
ら
午
後
0
時
30
分

内
覧
経
路
：
東
６
病
棟（
神
経
内
科「
ひ
だ
ま
り
」） 

　
　
　
　
　
→
西
５
病
棟（
呼
吸
器
内
科
・
結
核
）

　
　
　
　
　
→
西
４
病
棟
（
血
液
内
科「
無
菌
病 

　
　
　
　
　
棟
」）
→
西
３
病
棟
（
小
児
科
）
→ 

　
　
　
　
　

東
２
（
手
術
室
・
Ｈ
Ｃ
Ｕ
）
→
西
２ 

　
　
　
　
　

病
棟
（
重
症
心
身
障
が
い
児
（
者
））

　
　
　
　
　

→
東
１
検
査
エ
リ
ア

《
内
覧
会
の
様
子
》

　

午
前
8
時
30
分
、新
病
棟
１
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
に
担
当
職
員
が
集
合
し
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
後
、
各
フ
ロ
ア
で
準
備
に
つ
き
ま
し
た
。
開

始
前
に
は
、
ど
の
位
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ

け
る
の
か
不
安
と
期
待
が
あ
り
ま
し
た
が
、
午

前
９
時
前
に
は
来
場
者
が
少
し
ず
つ
集
ま
っ
て

い
る
の
が
わ
か
り
、
そ
の
不
安
は
払
拭
さ
れ
、

職
員
の
士
気
も
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。
午
前
9

時
、
塩
尻
市
五
百
渡
太
鼓
に
よ
る
力
強
い
太
鼓

演
奏
が
外
来

正
面
に
響
き

渡
る
と
と
も

に
、
内
覧
会

は
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

内
覧
会
手

順
は
、
１

階
で
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
見
学
者
に
配
布
し
、
６
階
最
上
階

ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
が
り
、
内
覧
経
路
に

よ
り
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
時
期
１

階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
順
番
待
ち
が
で
る
ほ
ど
と

な
り
、
急
遽
予
定
外
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
使
用

し
て
対
応
し
ま
し
た
。
結
果
、
地
域
の
皆
さ

ま
・
患
者
さ
ん
、
医
療
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
約

１
０
０
０
名

に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
内

覧
会
は
大
盛

況
に
終
わ
り

ま
し
た
。
ご

来
場
く
だ

さ
っ
た
皆
さ

ま
に
は
心
よ

り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
内
覧
会
を
通
じ
て
職
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
当
院
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
棟
建
築
は
と
て

も
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
が
、
ま

つ
も
と
医
療
セ

ン
タ
ー
が
目
指

し
て
い
る
の
は
、

「
こ
の
地
域
に
住

ん
で
お
ら
れ
る

方
々
の
健
康
と

幸
せ
（
内
覧
会

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
院

長
挨
拶
）」
で
す
。

そ
の
達
成
の
た

め
に
職
員
一
同
、

一
層
の
努
力
を

し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。企

　
画
　
課

3月19日



副
院
長

大
原
　
愼
司

お
お  

は
ら          

し
ん   

じ

新病棟竣工記念式典 3月19日

　

ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
新
病
棟
の
竣

工
記
念
式
典
を
３
月
19
日
に
挙
行
い
た
し
ま
し

た
。
式
典
に
は
、
自
治
体
、
近
隣
の
医
療
機
関
、

大
学
関
係
者
、
建
設
工
事
関
係
者
お
よ
び
国
立

病
院
機
構
関
係
者
ら
約
150
名
が
出
席
し
て
、
と

も
に
新
病
棟
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

新
病
棟
の
建
設
は
、
平
成
20
年
に
松
本
病
院

と
中
信
松
本
病
院
が
組
織
統
合
し
て
１
施
設
２

病
院
を
運
営
す
る
「
ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
」

と
な
っ
て
か
ら
、
一
貫
し
て
目
標
に
掲
げ
て
構

想
を
練
っ
て
き
た
事
業
で
す
。

　

午
後
２
時
か
ら
新
棟
で
開
催
さ
れ
た
式
典
で

は
、
北
野
病
院
長
が
式
辞
で
、
新
棟
の
完
成
は

ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
に
於
い
て
大

き
な
一
歩
で
あ
り
、
こ
れ
を
弾
み
に
し
て
、
よ

り
一
層
地
域
に
貢
献
で
き
る
エ
ク
セ
レ
ン
ト
な

病
院
を
目
指
し
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す

る
と
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
国
立

病
院
機
構
の
楠
岡
理
事
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

さ
ら
に
菅
谷
松
本
市
長
、
小
口
塩
尻
市
長
、
山

本
長
野
県
健
康
福
祉
部
長
（
代
読
：
鳥
海
松
本

保
健
福
祉
事
務
所
長
）、
田
中
信
州
大
学
医
学

部
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
院

長
と
来
賓
の
方
々
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続

い
て
、
松
本
市
出
身
の
音
楽
家
で
院
長
の
個
人

教
授
の
師
匠
で
も
あ
る
桂
聡
子
さ
ん
に
よ
る
フ

ル
ー
ト
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

式
典
の
後
の
祝
賀
会
は
、
内
覧
会
の
間
に
模

様
替
え
し
た
療
育
訓
練
棟
で
行
わ
れ
、
国
立
病

院
機
構
の
古
都
（
ふ
る
い
ち
）
副
理
事
長
の
挨

拶
、
武
田
関
東
信
越
グ
ル
ー
プ
理
事
の
発
声
で

の
乾
杯
に
続
い
て
、
本
郷
信
大
病
院
長
、
吉
江

塩
尻
医
師
会
長
、金
澤
高
崎
病
院
名
誉
院
長
（
当

セ
ン
タ
ー
顧
問
）、
勝
山
丸
子
病
院
長
、
岡
田
企

画
役
、
米
山
ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院

長
の
各
先
生
方
か
ら
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。

病
院
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
再
会
も
あ
り
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
会
場
の
演
壇
の
背
面
に
は
、ヒ
マ
ラ
ヤ
連
峰
の

パ
ノ
ラ
マ
写
真
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
世
界
最
高
峰
の

エ
ベ
レ
ス
ト
（
８
８
４
８
m
）
と
そ
れ
に
連
な
る

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
、
そ
の
麓
の
氷
河
を
刻
む
ガ
ン

ジ
ス
川
の
源
流
を

遠
望
し
ま
す
。
撮

影
は
、
松
本
市
在

住
の
医
師
・
山
岳

写
真
家
の
林
良
一

氏
に
よ
る
も
の
で
、

こ
の
パ
ノ
ラ
マ
写

真
は
パ
ネ
ル
化
し

て
新
病
棟
１
階
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ホ
ー

ル
に
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

新
病
棟
は
３
月

26
日
に
松
本
病
院

の
旧
病
棟
か
ら
の

引
っ
越
し
を
終
え

て
、
順
調
に
診
療

が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
来
年

５
月
の
中
信
松
本

の
引
っ
越
し
に
向

け
て
、
解
体
改
装

工
事
の
真
っ
最
中

で
す
。



個室（西４無菌病棟内）

東５病棟

松本病院が新棟に引っ越しました

統
括
診
療
部
長

古
田
　
　
清

ふ
る
　
た
　
　
　
　
　
　
き
よ
し

3月23日～ 26日
　

ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
新
棟
は
2
月
に
竣

工
し
、
内
覧
会
に
引
き
続
き
、
竣
工
記
念
式
典

が
3
月
19
日
に
、
松
本
病
院
の
引
っ
越
し
が

３
月
23
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
病
棟
は
旧
病
棟
の
北
側
に
、
地
下
一
階
、
地

上
部
は
東
棟
が
６
階
、
西
棟
が
５
階
で
構
成
さ

れ
、
東
西
2
棟
の
間
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
6
基
が

あ
り
ま
す
。

　

東
棟
１
階
は
フ
ロ
ア
全
体
が
検
査
エ
リ
ア
で
す
。

北
側
に
消
化
器
内
視
鏡
検
査
室
が
3
室
あ
り
、

並
び
奥
の
検
査
科
に
は
超
音
波
検
査
、
脳
波
、
心

電
図
な
ど
の
検
査
室
が
、
廊
下
を
挟
ん
で
南
側

に
は
放
射
線
科
の
Ｃ
Ｔ
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
、
血
管

造
影
室
、そ
し
て
放
射
線
治
療
装
置
の
リ
ニ
ア
ッ

ク
が
あ
り
ま
す
。
東
棟
２
階
に
は
手
術
室
４
室

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
つ
は
ク
リ
ー
ン
度
の
高

い
手
術
室
で
す
。
同
じ
フ
ロ
ア
に
新
設
さ
れ
る

Ｈ
Ｃ
Ｕ
８
床
は
、
中
信
松
本
病
院
が
移
転
す
る

Ｈ
30
年
５
月
よ
り
運
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

松
本
病
院
血
液
病
セ
ン
タ
ー
の
旧
４
A
病
棟

は
、
西
４
階
病
棟
に
移
り
、
血
液
内
科
の
一
般

病
室
の
他
、
無
菌
治
療
室
20
床
（
病
棟
全
体
が

無
菌
化
）
が
開
設
さ
れ
、
非
血
縁
者
間
同
種
造

血
幹
細
胞
移
植
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
心
不
全
セ
ン
タ
ー
の
旧
１
C
病
棟
は
、
東

５
階
病
棟
に
移
り
、
循
環
器
内
科
、
消
化
器
内

科
、
内
科
の
患
者
さ
ん
の
、
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー

の
旧
２
C
病
棟
は
東
４
階
病
棟
に
移
り
、
外
科
、

脳
神
経
外
科
、
消
化
器
内
科
の
患
者
さ
ん
の
入

院
病
棟
と
な
っ
て
い
ま
す
。
泌
尿
器
科
、
耳
鼻

咽
喉
科
、
眼
科
、
皮
膚
科
、
内
科
の
患
者
さ
ん

が
入
院
さ
れ
て
い
た
混
合
病
棟
（
旧
３
A
病
棟
）

は
、
東
３
階
病
棟
に
移
り
ま
し
た
。

　

新
病
棟
は
各
50
床
で
、
東
西
に
平
行
に
延
び

る
2
本
の
広
い
廊
下
の
間
に
ナ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
浴
室
な
ど
が
置
か
れ
、
廊
下
を
挟
ん

で
南
側
と
北
側
に
、
個
室
と
4
人
床
で
構
成
さ

れ
た
病
室
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
棟
内
の

ト
イ
レ
は
各
病
室
の
間
に
分
散
配
置
さ
れ
、
廊

下
側
か
ら
入
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
要

望
の
多
い
、
洗
面
台
に
シ
ャ
ワ
ー
と
ト
イ
レ
が

付
い
た
有
料
個
室
も
完
備
し
て
い
ま
す
。
新

し
い
建
物
は
気
密
性
が
高
く
冷
暖
房
の
効
き
も

よ
く
快
適
な
療
養
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高

い
天
井
と
広
い
窓
で
高
層
階
か
ら
の
眺
め
は
更

に
良
く
な
り
、
西
に
常
念
岳
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
、

東
に
鉢
伏
山
や
高
ボ
ッ
チ
、
市
街
の
景
観
も
遠

方
ま
で
一
望
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
外
来
診
療
棟
と
新
棟
と
は
中
央
通
路

で
接
続
し
ま
す
が
、
旧
病
棟
解
体
の
間
し
ば
ら

く
は
仮
設
の
渡
り
廊
下
で
行
き
来
す
る
こ
と
に

な
り
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
「
次
は
新
棟
近
く
に
新
外
来
棟

を
」
の
ご
要
望
を
、
少
し
で
も
早
く
現
実
す
る

た
め
、
セ
ン
タ
ー
職
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し

て
参
り
ま
す
。





 

こ
の
4
月
1
日
付
で
、東
京
都
立
川

市
に
あ
り
ま
す
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー

か
ら
参
り
ま
し
た
。

　
帰
っ
て
き
ま
し
た
と
い
っ
た
方
が
正

し
く
、私
が
看
護
師
と
し
て
働
き
始
め

た
の
は
、ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
中

信
松
本
病
院
の
前
身
だ
っ
た
国
立
療

養
所
東
松
本
病
院
で
し
た
。そ
の
後
中

信
松
本
病
院
と
な
っ
て
し
ば
ら
く
の
間

ま
で
長
く
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
東
松
本
病
院
は
小
さ
な
療
養
所
で

し
た
が
、隣
に
県
立
寿
台
養
護
学
校
が

あ
る
こ
と
で
学
校
に
通
い
な
が
ら
治

療
を
受
け
る
子
供
た
ち
が
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
た
く
さ
ん
入
院
を
し

て
い
ま
し
た
。安
静
が
必
要
で
登
校
で

き
な
い
子
供
の
と
こ
ろ
に
は
学
校
の

先
生
が
病
室
に
出
向
き
、ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
で
授
業
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
情

景
に
あ
こ
が
れ
る
未
就
学
の
子
供
に

は
、病
棟
職
員
が
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
本

を
読
み
聞
か
せ
た
り
し
て
い
ま
し
た

が
、い
つ
の
間
に
か
一人
で
眠
り
こ
け
て

い
た
な
ん
て
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
ま

す
。夏
の
療
育
キ
ャ
ン
プ
は
近
く
の
東

山
山
麓
林
業
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
に

病
棟
全
員
で
一
泊
す
る
の
で
す
が
、心

臓
に
重
い
病
気
を
持
つ
女
の
子
は
い
つ

も
わ
く
わ
く
し
す
ぎ
て
当
日
に
ド
キ

ド
キ
が
ひ
ど
く
な
り
。夜
に
泣
く
泣
く

病
院
に
も
ど
さ
れ
て
い
ま
し
た
。彼
女

の
お
母
さ
ん
は
思
春
期
に
差
し
か
か
っ

た
彼
女
の
心
の
成
長
を
と
て
も
大
事

に
し
て
い
た
の
で
、修
学
旅
行
で
も
遠

く
で
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
見
守
っ
て

い
ま
し
た
。キ
ャ
ン
プ
の
夜
も
病
院
に

戻
っ
て
医
師
か
ら「
大
丈
夫
で
す
よ
、

お
母
さ
ん
」と
言
葉
を
掛
け
ら
れ
る
と

ほ
っ
と
さ
れ
て
、で
も
彼
女
に
会
わ
ず

に
そ
っ
と
帰
宅
さ
れ
て
い
ま
し
た
。後

を
任
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
気
持
ち
に
胸

を
締
め
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
思
い
出
深
い
患
者
さ
ん
方
と
出
会

う
こ
と
が
で
き
た
大
切
な
病
院
の
最

後
の
年
に
再
び
働
け
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
４
月
１
日
付
で
東
京
都

小
平
市
の
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
よ
り
異
動
し
て
参
り
ま

し
た
管
理
課
長
の
西
沢
智
明
と
申
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
私
は
、
松
本
生
ま
れ
の
松
本
育
ち

で
、
実
家
も
松
本
に
あ
り
ま
す
。
松

本
と
申
し
ま
し
て
も
、
平
成
の
大
合

併
で
松
本
市
と
な
り
ま
し
た
四
賀
地

区
で
す
が
。
ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ

ー
は
、
国
立
松
本
病
院
で
あ
っ
た
時

期
の
平
成
９
年
１
月
よ
り
平
成
１２
年

の
３
月
ま
で
の
３
年
３
ヶ
月
勤
務
し

て
お
り
ま
し
て
、
今
回
が
２
度
目
の

勤
務
で
す
。
あ
の
当
時
と
変
わ
っ
た

の
は
、
中
信
松
本
病
院
と
一
緒
に
な

っ
て
ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
と
名

前
が
変
わ
っ
た
こ
と
、
新
棟
が
建
て

ら
れ
建
物
が
と
て
も
綺
麗
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
勤
務

さ
れ
て
い
た
方
々
で
、
知
り
合
い
の

方
も
数
名
在
職
さ
れ
て
お
り
、
大
変

懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時

の
知
り
合
い
の
ボ
イ
ラ
ー
の
方
と
新

棟
屋
上
に
行
く
機
会
が
あ
り
、
そ
こ

で
北
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
て
改
め
て
自

然
の
美
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
特
に

小
さ
な
頃
か
ら
何
気
な
く
眺
め
て
い

た
、
常
念
岳
で
す
が
、
中
腹
ま
で
あ

る
雪
に
太
陽
の
光
が
差
し
、
空
の
青

と
雲
と
雪
の
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

絶
妙
で
、
再
度
、
そ
の
自
然
美
を
痛

感
し
た
次
第
で
す
。

　
さ
て
、
現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
は
平

成
３０
年
５
月
１
日
の
中
信
松
本
病
院

と
の
名
実
と
も
に
一
体
化
・
統
合
に

向
け
そ
の
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
管
理
課
と
し
て
統
合

に
向
け
た
環
境
整
備
、
防
火
・
防
災

対
策
の
見
直
し
、
各
種
規
程
の
見
直

し
等
と
数
え
上
げ
た
ら
き
り
が
な
い

ほ
ど
業
務
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

管
理
課
一
丸
と
な
り
解
決
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
何
卒
、
ご
協

力
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

管
理
課
長

ご
挨
拶

副
看
護
部
長

ご
挨
拶

管理課長
にしざわ　　としあき

西沢　智明

副看護部長
もも  せ         ま   り

百瀬　万里

8



HALの紹介
HAL（Hybrid Assistive Limb）　医療用（下肢タイプ）○R

長野県下初。  ※機能改善治療用、ロボット医療機器が導入されました。

9

　

近
年
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
の
分
野
に

も
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
技
術
を
導
入
し
、
よ
り
質
の
高

い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
の
実
施
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、Ｃ
Ｙ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｙ
Ｎ
Ｅ

株
式
会
社
製
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
R
下
肢
タ

イ
プ
（
以
下
、
Ｈ
Ａ
Ｌ
）
は
治
験
に
よ
り
一
定
の

治
療
効
果
が
認
め
ら
れ
、
安
全
性
も
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
、
当
院
で
も
Ｈ
Ａ
Ｌ
が
導
入
さ
れ

平
成
29
年
１
月
よ
り
運
用
開
始
し
て
い
ま
す
。

　　

Ｈ
Ａ
Ｌ
は
下
肢
に
障
害
の
あ
る
方
や
、
脚
力
が

弱
く
な
っ
た
方
々
を
対
象
に
し
た
治
療
機
器
で

す
。
下
肢
が
不
自
由
と
な
る
原
因
の
多
く
は
脳
・

神
経
系
の
疾
患
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
脳
は
い

つ
も
ど
お
り
の
神
経
の
経
路
を
上
手
く
使
用
で
き

ず
、
足
の
動
か
し
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
身
体
機
能
の
低
下
に
伴
う
転
倒
な
ど

へ
の
不
安
か
ら
、
日
常
活
動
が
減
少
し
さ
ら
な
る

身
体
機
能
の
低
下
を
招
く
な
ど
の
悪
循
環
が
生
じ

ま
す
。
そ
こ
で
Ｈ
Ａ
Ｌ
は
、「
歩
き
た
い
」「
立
ち

た
い
」
と
い
う

思
い
に
従
っ
て

装
着
者
の
足
を

動
か
し
、「
歩
け

た
」「
立
て
た
」

と
い
う
感
覚
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
タ
イ
ミ
ン

グ
よ
く
行
う
こ

と
で
脳
の
学
習

を
促
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
転
倒

リ
ス
ク
の
な
い

安
全
な
環
境
で

の
運
動
を
行
い

ま
す
。

　

こ
こ
で
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
主
な
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
体
を
動
か
す
と
き
、
脳
か
ら
筋
肉
へ
神

経
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
信
号
が
送
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
信
号
は
〝
生
体
電
位
信
号
〟
と
し
て
、

皮
膚
表
面
に
漏
れ
出
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ａ
Ｌ
は
装
着

者
の
〝
生
体
電
位
信
号
〟
を
読
み
取
り
、
そ
れ
に

応
じ
て
下
肢
を
補
助
し
、
装
着
者
自
身
の
脚
で
の
、

歩
行
や
立
ち
座
り
を
ア
シ
ス
ト
し
ま
す
。

　　

次
に
、
実
際
の
治
療
の
進
め
方
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
入
院
や
外
来
に
お
い
て
Ｈ
Ａ
Ｌ
を
装
着

し
、
歩
行
練
習
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
ま
す
。
１
回
の
歩
行
練
習
に
は
、
装
着
を

含
め
て
約
１
時
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
Ｈ
Ａ
Ｌ
の

使
用
回
数
は
９
回
を
１
ク
ー
ル
と
し
、
治
療
前
後

に
治
療
効
果
を

見
る
た
め
に
身

体
計
測
・
筋
力
測

定
・
歩
行
評
価
な

ど
必
要
事
項
に

つ
い
て
評
価
し
ま
す
。
１
ク
ー
ル
で
終
了
と
な
り
、

そ
の
効
果
の
判
定
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
継
続

し
て
Ｈ
Ａ
Ｌ
に
よ
る
歩
行
練
習
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
主
治
医
と
の
相
談
に
よ
り
進
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

Ｈ
Ａ
Ｌ
に
よ
る
治
療
の
対
象
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
左
記
の
８
疾
患
を
有
し
て
い
る
患
者
様
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
対
象
疾
患
は
増
え
て
い
く
予

定
で
あ
り
、
治
験
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ａ
Ｌ
の
ご
希
望
の

患
者
様
は
、
主
治
医

の
先
生
に
ご
相
談
の

上
、
中
信
松
本
病
院

の
神
経
内
科
へ
ご
相

談
下
さ
い
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

神
　
経
　
内
　
科
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第
３
回
六
病
院
研
究
会
が
平
成
29
年
２
月
18
日

（
土
）
午
後
に
松
本
病
院
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

六
病
院
研
究
会
は
、
塩
尻
、
松
本
南
部
を
主
な
診

療
圏
と
す
る
病
院
で
あ
る
上
條
記
念
病
院
、桔
梗
ヶ

原
病
院
、
塩
尻
病
院
、
塩
尻
協
立
病
院
、
中
村
病
院
、

当
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
会
員
と
し
、
会
員
が
持
ち

寄
る
病
院
で
の
医
療
上
の
問
題
、
研
究
成
果
に
つ

い
て
検
討
な
ら
び
に
情
報
交
換
を
行
い
、
地
域
の

住
民
に
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
年
１
回
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
は
平
成
27
年
１
月
に
当
セ
ン
タ
ー
、
第

２
回
は
平
成
28
年
２
月
に
上
條
記
念
病
院
が
当
番

世
話
人
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
桔
梗
ヶ
原
病
院
が
当
番
世
話
人
と
な

り
、「
認
知
症
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
、

松
本
病
院
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
と
各
施
設
か
ら
の
自
由
演
題
の
２
部

構
成
で
、
第
１
部
は
「
高
齢
者
ケ
ア
に
お
け
る
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
」、
東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー

の
上
廣
講
座
特
任
准
教
授
会
田
薫
子
に
よ
る
特
別

講
演
が
あ
り
ま

し
た
。「
人
生
の

最
終
段
階
（
終
末

期
）
の
医
療
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
そ
の
人
ら
し

さ
を
尊
重
す
る

た
め
の
意
思
決

定
の
プ
ロ
セ
ス

の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
あ
り
、
意
識

障
害
が
重
篤
な
脳
血

管
障
害
の
患
者
を
例

に
と
れ
ば
、
人
工
的

な
水
分
や
栄
養
補
給

（
Ａ
Ｈ
Ｎ
）
の
選
択

は
、
本
人
に
と
っ
て

何
が
最
善
か
と
い
う

視
点
か
ら
家
族
と
ス

タ
ッ
フ
が
よ
く
話
し

合
い
一
緒
に
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
合

意
さ
れ
た
決
定
で
あ

れ
ば
、
Ａ
Ｈ
Ｎ
を
行

わ
な
い
と
い
う
選
択

も
法
律
的
に
は
問
題

に
な
ら
な
い
。
本
人

や
家
族
と
と
も
に
本

人
の
人
生
の
集
大
成

の
支
援
を
す
る
の

が
、医
療
者
の
役
割
で
あ
る
」
と
の
お
話
し
で
し
た
。

参
加
者
の
方
々
は
先
生
の
豊
富
な
経
験
談
を
交
え

た
講
演
に
熱
心
に
聞
き
入
り
、
活
発
な
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
第
２
部
で
は
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ

る
認
知
症
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
各
施

設
か
ら
発
表
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
活
発
な
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

①
「
認
知
症
・
せ
ん
妄
患
者
の
多
職
種
チ
ー
ム
で 

　

の
介
入
を
行
っ
て
」

　
　

当
セ
ン
タ
ー
中
信
松
本
病
院　

星
野
由
夫
子

②
「
認
知
症
者
ケ
ア
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
と
課
題
」

　
　
　
　
　
　
　

上
條
記
念
病
院　

小
松　
　

優

③
「
認
知
症
患
者
へ
の
個
別
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

　
　
　
　
　
　
　

桔
梗
ケ
原
病
院　

武
居
由
美
子

④
「
認
知
症
利
用
者
に
対
す
る
身
体
拘
束
廃
止
の 

　

取
組
み
」

　
　

老
人
保
健
施
設
こ
も
れ
び
（
塩
尻
病
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村
喜
光
，
下
岡
ま
つ
み

⑤
「
介
護
負
担
軽
減
の
再
考 

～
そ
の
人
を
支
え 

　

る
サ
ー
ビ
ス
と
は
」

　
　

老
人
保
健
施
設
萌
生
の
里
（
桔
梗
ケ
原
病
院
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
田　

昌
平

⑥「
地
域
と
繋
が
る
健
康
づ
く
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー 

　
［
笹
賀
ケ
ア
ひ
ろ
ば
］
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
」

　
　
　
　
　
　

上
條
記
念
病
院　

本
庄　

大
介

　

次
回
は
塩
尻
協
立
病
院
が
当
番
病
院
と
な
り
、

平
成
30
年
２
月
17
日
（
土
）
午
後
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
研
究
会
は
六
病
院
の
職
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
。
こ
の
研
究
会
が
、
共
通
の

医
療
圏
で
活
動
す
る
六
病
院
の
職
員
の
顔
の
み
え

る
交
流
の
場
と
し
て
、

ま
た
医
療
で
の

さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
共
有

す
る
場
と

し
て
、
さ
ら

に
発
展
し
て

ゆ
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま

す
。

経
営
企
画
室
長

加
藤
　
道
男

か   

と
う
　
　
　
み
ち    

お

六
病
院
研
究
会
事
務
局
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